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問合せ先

「現在の苦しみは、将来わたしたちに現されるは
ずの栄光に比べると、取るに足りない」（ロマ8・
18）とパウロは述べている。パウロを含む初期キリ
スト教徒は苦難と常に向き合ってきた。苦しみをど
のように理解し、いかにそれを乗り越えたのだろう
か。本シンポジウムでは、信仰によって苦難を生き
る力へと変えたパウロの葛藤の足跡を辿る。パウ
ロは苦難のなかに、逆説的に神の肯定を見て
取っている。パウロの「十字架の神学」を視座に
据え、このような捉え方の現代的な射程について
考えたい。そして、パウロ以後、キリストの苦しみを
模範とする生き方が初期キリスト教に広がり、殉
教の思想的支えとなった。初期キリスト教におけ
る苦しみの理解とその展開について探りたい。
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